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みやこんじょ

ふるさとの宝を生かした情報発信の取り組み

スマートフォン
を

スマートフォン
を

ぼくにかざして
みてね

ぼくにかざして
みてね

ぼ
ん
ち
く
ん
が
Ｐ
Ｒ
部
長
に

昨
年
５
月
か
ら
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

ぼ
ん
ち
く
ん
。
そ
の
ぼ
ん
ち
く
ん
の
着

ぐ
る
み
が
完
成
す
る
と
と
も
に
、
都
城

市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
兼
Ｐ
Ｒ
部
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
積
極
的
に
都
城
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　

☎
23
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６
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５

ぼ
ん
ち
く
ん
の
仕
事

ぼ
ん
ち
く
ん
は
、皆
さ
ん
の
要
請
で
、

地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
や
企
業
の
催
し
、
特
定
の

商
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

ぼ
ん
ち
く
ん
を
呼
ぶ
に
は
？

派
遣
を
予
定
す
る
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
る
「
ぼ
ん
ち
く
ん
派
遣
依
頼
書
」
を

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課
へ
提
出
く
だ
さ

い
。
原
則
、
費
用
は
無
料
で
す
が
、
市

外
へ
の
派
遣
で
は
旅
費
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
や
開
催
日
時
な
ど
に
よ
っ
て
は

派
遣
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。



歌詞をア
ナウンス

（早鈴保育園の園児と元気良くラジオ体操をしてきました。）（早鈴保育園の園児と元気良くラジオ体操をしてきました。）

歌詞を作
詞
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みやこんじょPR総力戦
［ 特 集 ］

ぼんちくん、PR部長に就任/みやこんじょ弁ラジオ体操第1が完成、PR部長に就任/みやこんじょ弁ラジオ体操第1が完成

山下　博明さん
（山之口町山之口）

皆さんに笑顔にな
ってもらえるか心配
でしたが、大きな反
響がありとてもうれ
しく思います。歌詞
は机上だけでなく、実際に体操しなが
ら語感を確かめたりして、何度も練り
直し制作しました。誰もができる体操
なので、子どもたちが方言に触れる機
会になればと願っています。方言とい
う言葉の文化を、次の世代にも受け継
いでいきたいですね。

黒木　勇一郎さん
　　　（高城町高城）

シティ FM都城で
ラジオパーソナリテ
ィをしています。方
言はふるさとの象徴
だと思うので、失う
ことのないよう受け継いでいきたいで
すね。このラジオ体操も、まずは聴い
て楽しんでもらい、方言の良さや大切
さについて考えるきっかけにしてもら
いたいです。子どもからお年寄りまで、
世代を超えたコミュニケーションが活
発になるよう願っています。

本市が持つ宝ともいえるさまざまな地域資源。本年度、本市はこれ
ら都城の宝を活用し、その魅力を対外的に発信するＰＲ事業に取り
組んでいます。この事業を実施することで、市外から人やもの、お
金を呼び込み、地域経済を活性化させ、また、ふるさとへの愛着や、
郷土愛の醸成につながります。
今回は、都城市ＰＲキャラクター兼ＰＲ部長のぼんちくんやみやこん
じょ弁ラジオ体操、市内外の人たちに選ばれている都城の肉と焼酎
の魅力を紹介します。

完
成
！

み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
誰
も
が
知
っ

て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
を
、
み
や
こ
ん
じ

ょ
弁
で
語
っ
た
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ

ジ
オ
体
操
第
１
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

☎
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１
５

ご
当
地
ラ
ジ
オ
体
操

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
、
被
災

者
の
心
身
の
健
康
の
た
め
に
制
作
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
全
国
に

広
ま
っ
た
ご
当
地
ラ
ジ
オ
体
操
。
本
市

で
は
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
に
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
制
作
し
ま
し

た
。
方
言
に
長
け
た
市
民
６
人
か
ら
な

る
検
討
委
員
会
を
設
立
し
、
歌
詞
を
作

詞
。
併
せ
て
動
画
も
制
作
し
、
多
く
の

市
民
に
出
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

の
動
画
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラジオ体操の効果
ラジオ体操を継続的

に実践することは、健
康づくりにも効果があります。
「ラジオ体操の実施効果に関す
る調査研究」によると、ラジ
オ体操を週 5日・ 3年以上実
践している人は、体内年齢が
実年齢より平均で約20歳若い
ことが報告されています。

世代を超えて楽しめる
ラジオ体操ができました!

Vo i c e
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肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と

平
成
平
成
2626
年
度
、
市
で
は
、
都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
や

年
度
、
市
で
は
、
都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
や

都
城
市
Ｐ
Ｒ
部
長
ぼ
ん
ち
く
ん
を
活
用
し
た
事

都
城
市
Ｐ
Ｒ
部
長
ぼ
ん
ち
く
ん
を
活
用
し
た
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
都
城
市
」

業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
都
城
市
」

を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
推

ま
た
、「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
推

進
事
業
と
合
わ
せ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
肉
と

進
事
業
と
合
わ
せ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
肉
と

焼
酎
に
限
定
し
て
大
幅
に
拡
充
。
こ
れ
ら
の
事

焼
酎
に
限
定
し
て
大
幅
に
拡
充
。
こ
れ
ら
の
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
都
城
と
い
え
ば
、「
肉

業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
都
城
と
い
え
ば
、「
肉

と
焼
酎
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
の
人
に

と
焼
酎
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
の
人
に

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
元
年
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
本
年
度
に
取

Ｐ
Ｒ
元
年
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
本
年
度
に
取

り
組
ん
だ
Ｐ
Ｒ
事
業
は
、
本
市
産
の
物
産
や
製

り
組
ん
だ
Ｐ
Ｒ
事
業
は
、
本
市
産
の
物
産
や
製

品
が
広
く
知
れ
渡
り
、
観
光
客
誘
致
な
ど
に
つ

品
が
広
く
知
れ
渡
り
、
観
光
客
誘
致
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
す
。

な
が
り
ま
す
。

今
回
は
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上
で
中
心
と
な
っ

今
回
は
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上
で
中
心
と
な
っ

た
「
肉
と
焼
酎
」
の
魅
力
を
改
め
て
紹
介
し
ま

た
「
肉
と
焼
酎
」
の
魅
力
を
改
め
て
紹
介
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
遠
方
の
親
戚
や
知

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
遠
方
の
親
戚
や
知

人
な
ど
に
、都
城
の
魅
力
を
広
め
て
く
だ
さ
い
。

人
な
ど
に
、都
城
の
魅
力
を
広
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

◎
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
報
課

　

秘
書
広
報
課　

☎
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全
国
の
食
通
を
う
な
ら
す都

城
産
の
肉

日
本
の

肉
の
ふ
る
さ
と



肉

ＪＡ都城肥育牛部会ＪＡ都城肥育牛部会

清水　裕一郎清水　裕一郎さんさん
都城ご当地グルメ推進協議会都城ご当地グルメ推進協議会

天天
てんてん

水水
みずみず

　富士雄　富士雄さんさん

都城焼き肉三昧舟盛り
御膳のホームページ
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「都城の名物と言われる
ようなメニューをつくりた
い」との思いで、平成23年
に都城ご当地グルメ推進協
議会を設立。当初は「都城
焼き肉三昧炭火定食」と銘
打って、牛肉や豚肉、鶏肉
と新鮮な地どれ野菜を使っ

たメニューを提供していました。
現在は「都城焼き肉三

ざん

昧
まい

舟
ふな

盛
も

り御
ご

膳
ぜん

」として、
産出額日本一の「肉のふるさと」に恥じない都城
の魅力が詰まったメニューを市内 6店舗で提供。
これまでに 2万3,000食以上を販売しています。
各店舗が考案した自慢のタレで食べるのが特徴の
このメニューは、安全・安心であるこ
とはもちろん、一度に 3種の肉のおい
しさが味わえると好評です。皆さんも
ぜひ、ご賞味ください。

生
産
現
場
で
の
取
り
組
み

近
年
、
農
業
生
産
の
現
場
は
作
業
従

事
者
不
足
や
高
齢
化
、
飼
料
や
燃
料
価

格
の
高
騰
な
ど
、
大
変
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
下
、
市
内
の
畜
産
農
家
は
、
担
い

手
の
確
保
や
自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
な

ど
に
活
路
を
見
い
出
し
、
飼
養
頭
数
の

維
持
や
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
提
供

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
過
去
に
発
生
し

た
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
を
二
度
と

市
内
で
発
生
さ
せ
な
い
と
の
強
い
思
い

で
、
畜
産
農
家
や
関
係
機
関
を
は
じ
め

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
、「
家
畜
防
疫

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

産
出
額
日
本
一
を
誇
る

畜
産
の
ま
ち

雄
大
な
霧
島
連
山
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
本
市
の
牛
や
豚
、
鶏
は
、
清
ら

か
な
水
や
良
質
な
飼
料
が
与
え
ら
れ
、

農
家
の
温
か
い
愛
情
の
も
と
大
切
に
育

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

牛
肉
は
、資
質
に
優
れ
た
「
但た

じ
ま馬
牛
」

を
軸
に
改
良
を
重
ね
、
市
場
価
値
の
高

い
「
都
城
和
牛
」
の
生
産
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
豚
肉
は
、
厳
選
し
た
穀
物
に

酵
母
や
乳
酸
菌
な
ど
を
加
え
た
飼
料
を

与
え
、
良
質
な
肉
質
が
特
徴
の
ブ
ラ
ン

ド
豚
が
多
く
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
鶏

肉
は
、
飼
料
会
社
な
ど
と
農
家
が
協
力

し
、
銘
柄
に
合
わ
せ
て
、
独
自
の
飼
料

や
飼
育
方
法
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

自然豊かな都城盆地で育
てられる都城和牛は、きめ
細かな霜降りと色つやの良
い柔らかな肉質が特徴です。
市場でも高い評価を得て
いて、全国の有名レストラ
ンなどでも取り扱われてい
ます。魚介類と同じように

牛肉にも旬があって、脂肪をため込む冬季の 1月
から 3月にかけておいしさが増します。特に、牛
肉の旨みを余すことなく楽しめる肩ロースのすき
焼きが、一番のお薦めですね。
都城地域の和牛農家は、子牛を生ませて約 9カ

月間育てる繁殖農家と、その後牛肉になるまで育
てる肥育農家が、「日本一おいしい牛肉を消費者
に」という同じ目標を掲げて研鑽を続けています。
これからも、市民の皆さんや全国の皆さんに、安
全・安心でおいしい都城和牛を提供していきます。

愛情込めて育てています
Vo i c e

［ 特 集 ］

肉と焼酎のふるさとみやこんじょPR総力戦

自信を持ってお薦めします
Vo i c e
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全
国
の
愛
飲
家
が
選
ぶ

都
城
生
ま
れ
の
焼
酎

日
本
の

焼
酎
の
ふ
る
さ
と



焼
霧島酒造株式会社霧島酒造株式会社

亀亀
かめかめ

澤澤
さわさわ

　　大大
だいだい

規規
きき

さんさん

伊伊
いい

田田
だだ

さんさん（東京都）（東京都）

市内の酒造会社の代表的な銘柄
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薦
め
て
く
だ
さ
い

都
城
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

昨
年
10
月
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
支

援
を
頂
い
て
い
る
都
城
市
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
。
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
人
に
贈

る
お
礼
の
品
を
、「
日
本
一
の
肉
と
焼

酎
の
ふ
る
さ
と
」
を
象
徴
す
る
牛
肉
と

焼
酎
に
限
定
し
て
魅
力
度
を
高
め
た
こ

と
で
、「
都
城
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
１
月
に
は
、

納
税
額
が
４
億
円
（
約
２
０
、０
０
０

件
）を
突
破
。
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、

ふ
る
さ
と
こ
ど
も
支
援
事
業
や
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
、
災
害
対
策
支
援
事
業

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

贈
答
用
に
も
選
ば
れ
る
都
城
の
焼
酎

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
も
愛
飲
し
て

い
る
本
市
産
の
焼
酎
。「
道
の
駅
」
都

城
で
も
、
市
内
４
つ
の
酒
造
会
社
の
焼

酎
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
税さ

い

所し
ょ

緑
さ
ん
は
「
休
憩
や
お

土
産
を
買
い
に
立
ち
寄
る
市
内
外
の
お

客
さ
ん
に
も
好
評
で
す
ね
。
都
城
産
の

焼
酎
は
、
野
菜
や
お
菓
子
な
ど
の
加
工

品
と
合
わ
せ
て
、
よ
く
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
特
に
化
粧
箱
入
り
の
贈
答
用
の
売

上
げ
が
好
調
で
す
」
と
売
れ
行
き
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
贈
答
用
と
し
て
好

ま
れ
る
都
城
産
の
焼
酎
を
、
大
切
な
人

に
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
本
一
の
焼
酎
ど
こ
ろ

霧
島
連
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
都
城
盆

地
で
作
ら
れ
る
焼
酎
は
、
地
下
深
く
か

ら
く
み
上
げ
ら
れ
る
豊
富
で
良
質
な
水

と
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
「
黄こ

金が
ね

千せ
ん

貫が
ん

」
な
ど
の
加
工
用

カ
ン
シ
ョ
、
米
な
ど
が
原
料
の
芋
焼
酎

が
中
心
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
焼
酎
年
間
売
上
高

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
霧
島
酒
造
㈱
を
は
じ

め
、
㈱
都
城
酒
造
、
大
浦
酒
造
㈱
、
柳

田
酒
造
㈴
の
４
社
が
あ
り
、
原
料
や
品

質
、
製
造
方
法
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
焼

酎
を
製
造
。
全
国
の
愛
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私は、霧島酒造株式会社
で焼酎の味を決めるブレン
ダーという仕事をしていま
す。ブレンダーの役割は、
工場やタンクごと、さらに
は仕込みを行う季節 や熟
成度合い（貯蔵年数）によ
っても味が異なる焼酎をブ

レンドすることによって、年間を通して均一で高
品質な焼酎造りを行っていくことです。
常日頃、私が大切にしているブレンドのモット
ーは「あまみ、うまみ、まるみのバランス」です。
今回、地元都城で80年以上に渡って愛され続けて 
きた商品のリニューアルを手掛け、伝統の味わい
を大切にしながら、時代のニーズを取り入れた商
品の出荷を 1月から始めています。
これからも、市民の皆さんはもちろん、全国の
愛飲家の皆さんに感動してもらえるような高品質
でおいしい焼酎を届けていきたいです。

最初は、紹介画像にある
ような商品が本当に送られ
てくるのか、確定申告がで
きるのか不安でした。食べ
盛りの 2人の息子がいるの
で、お米が特典のふるさと
納税の情報をインターネッ
トなどで調べていて、都城

市のふるさと納税を知ったのは11月。見るたびに
内容が充実していき、魅力度が増していきました。
遠方の家族にも、別に送料を負担せずに配送でき
ることはもちろん、魅力的な都城和牛や焼酎を喜
んでもらえることもうれしいですね。
市が進める政策全般に使ってほしいという思い
から、使い道は、特に指定していません。今では、
「宮崎県」というと「都城市」、「都城市」というと「肉
と焼酎」という強いイメージを持っています。ふ
るさと納税に興味のある友人にも、魅力度の高い
都城市のふるさと納税を薦めています。

魅力的な都城市のふるさと納税
Vo i c e

ふるさとの焼酎を、堪能ください
Vo i c e

［ 特 集 ］

肉と焼酎のふるさとみやこんじょPR総力戦


